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衆
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院
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員
木
村
太
郎
君
提
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日
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書

一
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
及
び
西
津
軽
能
代
沿
岸
道
路
の
整
備
も
含
め
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
民
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
を
見
極
め
、
国
民
の
安
全
を
守
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
上
で
真
に
必
要
な
道

路
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
く
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
地
方
公
共
団
体
、

地
元
団
体
等
か
ら
、
地
域
の
活
力
を
引
き
出
し
、
成
長
力
を
高
め
る
た
め
の
高
速
道
路
（
高
速
道
路
株
式
会
社
法
（
平
成
十

六
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
速
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
早
期
整
備
に
係
る
要
望
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
高
速
道
路
の
整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

国
民
の
幅
広
い
意
見
も
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な
事
業
を
で
き
る
だ
け
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
「
基
本
計
画
か
ら
遅
れ
て
い
る
整
備
の
状
況
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ

ま
で
に
基
本
計
画
（
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

基
本
計
画
を
い
う
。
）
を
策
定
し
て
い
る
高
速
道
路
の
区
間
の
延
長
は
、
合
計
で
一
万
六
百
二
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
、
整
備
計
画
（
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
整
備
計

画
を
い
う
。
）
を
策
定
し
て
い
る
区
間
の
延
長
は
、
合
計
で
九
千
四
百
二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
高

速
道
路
の
整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
国
民
の
幅
広
い
意
見
も
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な
事
業
を
で
き

る
だ
け
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二


